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府省共通研究開発管理システム（e-Rad）
１．研究開発課題名注１
	研究開発課題名
	


２．研究者情報
	研究者名（漢字-姓名）
	研究者名（フリガナ-姓名）
	生年月日（西暦）
	性別

	
	
	
	男・女


３．研究組織情報注２
	研究者名（漢字-姓名）
	研究者番号
	所属研究機関コード
	直接経費
	間接経費
	エフォート(%)

	
	
	
	
	
	


４．研究分野注３
	主分野/副分野
	研究の内容
	キーワード

	主分野
	
	

	副分野
	
	


５．研究開発の性格注４
	基礎研究
	

	応用研究
	

	開発研究
	




注１）「研究開発課題名」欄には、研究開発プロジェクト名を記載してください。
注２）「研究者番号」欄には、研究責任者及び分担研究代表者の番号（８桁の番号）を、「所属研究機関コード」欄には、その研究代表者が所属する総括研究機関及び分担研究機関の番号（10桁の番号）を記載してください。なお、「直接経費」欄には、平成30年度における様式９の「費目」欄の１.から11.までに記載した見積金額を足し合わせたものを、「間接経費」欄には、様式９の「費目」欄の12.に記載した見積金額を、記載してください。また、「エフォート（％）」欄には、平成30年度における本研究開発プロジェクトの実施に必要とする時間が年間の全勤務時間（正規の勤務時間以外の勤務時間を含む。）に占める割合を百分率で表した数値（１未満の端数があるときは、これを四捨五入して得た数値）を記載してください。
注３）「主分野」「副分野」欄には、e-Rad 入力画面と同じ内容を記載してください。
注４）「研究開発の性格」欄には、基礎研究、応用研究又は開発研究のいずれかに○をつけてください。
基礎研究：特別な応用、用途を考慮することなく、仮説や理論を形成するため若しくは現象や観察可能な事実に関して新しい知識を得るために行われる理論的又は実験的研究
応用研究：基礎研究によって発見された知識を利用して、特定の目標を定めて実用化の可能性を確かめる研究及び既に実用化されている方法に関して新たな応用方法を探索する研究
開発研究：基礎研究、応用研究及び実際の経験から得た知識の利用であり、新しい材料、装置、製品、システム、工程等の導入又は既存のこれらのものの改良をねらいとする研究





